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（参考）

ＧＡＰ （農業生産工程管理）手法ってなんだろう？
ギャップ

ＧＡＰ手法は農作業の各工程を点検、記録すること

により、農作物の安全性を確保するものです。

使用できる農薬の

種類、使用時期を

チェック！

たい肥が完熟して

いるかチェック！

収穫・出荷時の衛生

管理をチェック！

うっかりミスを防ぎ、

来年の作業の改善にも

活かせます。

だから、

安全なのね

見直し・改善(Action)
点検項目の見直し

点検・評価(Check)
記録の点検・評価
改善点の検討

実践(Do)
点検項目を確認し
つつ 農作業を記録

計画 (Plan)
自ら農作業を計画
点検項目の作成

ＧＡＰ手法の概念（ＰＤＣＡサイクル）
このＰＤＣＡサイクルは製造業などで活用されている仕事の基本的な進め方です。

日本でもＧＡＰ手法の積極的な導入・普及を推進します。

農林水産省では、平成２３年度までに、おおむね全ての主要な産地

（２，０００産地）に、ＧＡＰ手法を導入することを目標としています。

日本でもＧＡＰ手法の積極的な導入・普及を推進します。

農林水産省では、平成２３年度までに、おおむね全ての主要な産地

（２，０００産地）に、ＧＡＰ手法を導入することを目標としています。

農産物の収穫後に検査を行う管理方法（結果管理）よりも、

農作業の各工程を記録・点検する方法（工程管理）の方が、
より効果的に安全な農産物の生産や管理コストに優れ、

消費者の信頼確保にもつながります。

ＧＡＰは、Ｇｏｏｄ（より良い） Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ（農業生産） Ｐｒａｃｔｉｃｅ（実践する） という
英語の略で、「適切な農業を実践する」という意味で、「ギャップ」と呼びます。
ヨーロッパから始まり、国際的に広がっている農業の生産段階における工程管理
の手法です。


